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婦人の妊娠董に産褥時に於けろ耳鼻咽喉科

領域の機龍に写すろ臨床的研究

第2編 妊娠並に産褥時に於ける適応

金澤讐科大學耳鼻咽喉科學教室（主任松田教授）

武  内  博  文
 πか。勧煽  Take2LCゐi

  （昭和23年9月14日受附）

第1章緒
 人類に於ける嗅畳は一プ般動物の解れに比べる

と劣ってはおるが，冷罵畳，藍畳等と共に重要

な感畳である．嗅畳に即する研究は，從來より

人罷及び各種動物に就て行われてV・るが，之等

に就ては暫く措き，此所では表題に網野ある文

獄に就て概略を述べる．

 婦人の月評期，更：年期或は月経異常に際して

は，屡々嗅畳に異常を堕すことあるは從來より

認められてV・る所であって，Fr：B6rnerは1886

年1婦人が月経異常を來した後，鼻粘膜には何

等の攣化を認めすして嗅畳の錯倒を來し，或る

一定物質が不快な脂肪臭に似た臭氣として感ぜ
     
られたと述べ，更に1．例の更年期の婦人は，経

血の護現と共に焼焦した脂肪臭を自畳したと記

載してv・る．

  論

 婦人の妊娠並に産褥時に於ては，月経時に於

けるより心身に及ぼす影響は更に単機であり，

從って亦嗅畳に於ても異常を來すことあるは想

像に難くなV・所であるが，之に卒する研究は記

載される所響く，Hansen und L． Glassが1936

年22人の妊婦に就て嗅畳の脊索を行っており，

本郷氏が妊娠家兎に於ける嗅畳の實験に於て鋭

敏度の低下を述べている外，松田i教授が日本耳

鼻咽喉科會第42回総會に：於て，宿題報告の一部

門として概要を述べられておるに過ぎない．著

者は前編に於て妊娠聴器に就て詳述したが，如i

娠，産褥等が嗅畳に如何なる影響を及ぼすか叉

興味ある所と考え，本編に於ては妊娠，産褥時

の嗅畳に就て幾多症例を蒐輯し，共の攣化の詳

細を考察せんとしたものである．

第2章實 験方法

     第1節實験材料
 日本赤十字就金澤産院に於ける外來及び入院妊婦，

亜に褥婦中鼻腔，副鼻腔疾患あるものを除いた197例

に就き，妊娠期間並に分娩前後の嗅畳に踊し梅索を行

った．

     ag ‘2節實験操作

 （1）嗅  素

 Zwaardemaker氏分類中第5類，第6類を除いた7

種類の嗅素に就て，流動パラフィン溶液を使用した．

（第1表）

 （2）嗅素溶液の濃度

 鼻疾患のない健康な成入未婚婦入10名に就き，各嗅

素の各濃度に於ける識別最低値を定め，之と其の最低

値に比し著明に強く感じ得た濃度との2種類を使用し

た．（第1表）

g． 2．9 ］
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第1表 霊験に供した嗅素謡其の濃度

   （Zwaardemaker民分類による）

嗅  素  の  種  類

第1類（1）

第2類（II）

第3類（III）

第4類（亙V）

第7類（VII）

第8類（VI［1）

第9類（lx）

エーテル性香 （エーテル）

醇香 字解香 （チトラール）

バルサム香 花香（ネロール）

慶香 （入工鷹香）

カプリール香（ワレリアン酸）

不挟香 （ピリヂン）

催嘔香 （スカトール）

流動パラブイン液（メルク）
に於ける濃度（％）

A
B
A

A
B
A

A
B
A

A
B

O．05

e．15

O．Ol

O．2

O．05

0．1

O．05

0．25

O．OOO125
0．OOO25

o．eos
O．016

o．eoos
G．OOI

A＝健康な成入未婚婦入10名に於ける封照實験に於て，明に其の塵払を識別し得た最淡濃度

：B：A．に比し明に強く感じ得る濃度

 （3）實  施

 無嗅室内に穿て豫め被検者の鼻腔及び咽頭の検査を

行い，特に鼻粘膜の腫脹，嗅袈の朕態，其の他病的の

油島を精査し，且つ鼻腔の通急度の検査を實施した．

次で被二者をして第1表に示す三下素に就て，A及び

：B各濃度溶液を使用し検索を行った．

第蕊章實

’  第瑠節姫娠時に於ける嗅畳

 鼻腔，副鼻腔に病憂を認めなV・妊婦197名に

就て，嗅畳障碍の有無を捜索するに，嗅畳障碍

を認めないものは僅か25例12．69％であ夢，嗅

畳障碍を認めたものは172例87。31％で，全例の

大多敷を占めている．

    第環項 各嗅素の各種濃度に

        於ける嗅畳     ’

 第1類よの第9類に至る各嗅素に於て，A及

：B濃度溶液の2種類に分け嗅畳障碍を槍索ずる

に：，第2表の如くである．

 EPち第1類に於てはA，：B各濃度溶液に於け

る嗅畳障碍は60例（30．46％），12例（6．09％）であ

b，濃度を3倍とするときは嗅畳障碍は約5分

の1に減少する．第2類に穿てはA，8各濃度

の嗅畳障碍は71例（36．04％），9例（4．57％）であ

り，後者の嗅畳障碍例は8分の1の減少を示し

ている．第3類に於ける嗅畳障碍は64例（32・49

％），19例（9．64％）であり，濃度2倍にて無期障

碍例は約3分の1となり，第4類に於てはA，

鹸成績                       6

：B各濃度溶液に封ずる嗅畳障碍は113例（57．3

％〉，41例（20．8ユ％）であ）1，濃度5倍では障碍

例は約3分の1に減少してV・る．第7類に於て

は嗅畳障碍は44例（22・34％），23例（11・68％）で

あ診，2倍の濃度にて嗅畳障碍例は約2分の1

第2表 各藩素の各濃度に於ける嗅畳障碍

嗅素の種類一濃度 油数簾鑑
   る百分率

1

II

m
rv

V正1

V正∬

iu．一IL．

A O．050／o
B o．lso／o

A O．OIO／，
B o．2 o／o

A o．eso／o
B o．1・o／o

A O．050／o
B o．2so／o
］21MTU．To－b’o’i2tSJ”O／，

B O．eeO25 0／6

A o．oose／o
B O．0160／o

A O．OOO50／o
B O．OOI O／o

6e
12

71
9

64
19

113
41

44
23

73
21

53
2Jo

30．4， 6

6．09

36．04
4．57

32．49
9．64

57．36
20．81

22．34
11．68

37．06

10．66

26．90
11．68

     註 1は第1類 旦下同檬

に減少し，第8類に於ける嗅畳障碍は73例（37．

06％），21例（10．66％）であり，帥ち濃度2倍に

K． sa ］
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て約3分の1に減少してV・る．最後に第9類に

於ては53例（26．90％），23例：（11．68％）の上畳障

碍例が見られ，濃度2倍にて障碍例は約2分の

1の減少を回している．

  第2項嗅畳障碍例と嗅素との關係

 嗅畳障碍ある172例に就て，障碍ある嗅素の

種類を槍索するに，第3表より第9表の如く，唱

1種類の嗅素に於てのみ嗅畳障碍を來したもの

            第4表

第3表 1種類の嗅素のみ嗅蝿障
    碍を嘱したもの

50例    25．38％

嗅素の
種 類

I

II

班
田V

症例激

7

1

2

3Q｛s

馬素の
種 類

VI正

vnr

IX

症例敷

2

6

2

2種類の嗅細め嗅畳障碍を虚したもの

41例   20．81％     、

嗅素の種類

1  と 1正

1  と 夏V

I  と VII

I  と Vlt【

II と III

症例敷

1

1

1

6

3

嗅素の種類

1正

1正

1正I

I正五

班

と IV

と V班

と IV

と V∬

と Vll正

症例轍

エ2

－1

3・

1

1

嗅素の種類

1夏五

二V

正V

VI正

V∬正

と 【X

と VIIE

と IX

と VIII

と ix

症例数

1

6

2

1

1

第5表 3種類の嗅素の嗅畳障碍を來したもの
mupt

30例  15・23％

嗅素 の極 類

1  と II

I  と III

I  と IV

I  と 正V

1  と VH

I  と，VIII

I夏 と KII

II と 1∬

1【 と IV

I正 と IV

と

と

と

と

と

と

と

と

と

と

IV
V【正！

V正f

V班
IX

IX

IV

V亙夏

V旺

▽∬裏

症例勲

3

1

1

2

1

2

4

1

1

1

嗅 素 の 種 類

1［

Ii

II

五工画

一
11［

III

亙V

五V

▽1正

と 1▽

と VII

と V班

と IV

と IV

と V∬

と V田

と VII

と V隠

と Vill

と IX

と VII1

と IX

と VI∬

と 工X

と 正X

と 1X

と VII亘

と IX

と 亙X

症例敷

1

1

1

1

1

’i S

1  霞

3

2

1

第6表 4種：類の嗅素の嗅畳障碍を逸したもの

21例   エ0．66％

嗅 素 の 種 類

I

I

I

I

I

l

I

I

と II

と 1正

と 1【

と 1正

と ∬1

と 1旺

と 1∬

と V∬

と ［1！

と 瓢

と IV

と V瓜

と ［V

と VH

と ▽瓜

と Vill

と IV

と IX

と IX

と 1X

と VI∬

と VI［1

と ［X

と 正X

症例敷

3

1

1

1

1

1

1

1

嗅 素 の 種 類

Ii

I工

1［

1［

1［

正1I

III

と III

と ∬1

と 11［

と ∬1

と IV

と IV

と IV

と

と

と

と

と

と

と

IV  と

又V  と

VK と
V班 と

VEIIと

VII と

VII と

Vil

VIIt

V［1［

EX

工X

V∬正

IX

症例数

2

2

2

1

2

1

1

K 3a ）
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第7表 5種類の嗅素の嗅毘障碍を遍したもの

15例    7・61％

嗅  素  の  種  類

I

I

I

I

I

と 1【 と It［

と 皿  と m

と 1【 と III

と 1【 と IV

と 瓜  と 【V

と IV  と VIII

と IV  と IX

と VII と 【X

と VI∬ と IX

と V9 と IX

症例数

1

4

1

1

2

嗅  素  の  種  類

1正と1旺と工▽と
11 と III  と VII と

1［ と IV  と V舐  と

HI と IV  と VII と

VII と VllI

V【鼠 と IX

VIII と IX

VIII と IX

症例数

1

1

1

3

第8表 6種類の置引の嗅畳障碍を來したもの

7例  3・55％

嗅  素  の  種  類

I

I

I

I

I

と  1江  と H五  と IV

と  II  と 1［1  と IV

と  II  と 1旺  と IV

と  II  と HI  と  VI［

とHとIVとVH

と V：［ と IX

と  VIN 、と  V正正【

と Vlrl と IX

と V［II と IX

と VIII と IX

症例敷

1－

1

2

2

1

第9表 7種類の嗅素の嗅畳障碍を逃したもの

8例  4・06％

嗅 素 の 類 種 励敷

1 と II と 1∬ と W と VI正 と V瓢  と IX 8

最：も多く50例’25．38％に及び，次で2種i類に於

て障碍を來したものを41例20．81％認めた．3

種類の嗅畳障碍は30例15．23％であ）1，4種類の

もの21例10．66％，5種i類のもの15例7．61％，

7種類のもの8例4．06％となb，6種類の嗅素

の障碍最：も勘く7例3．55％である．

     第3項一畳二三

 a．異様置畳   ’

 7種類の嗅素を用V・妊婦197例に就て異様嗅

畳の有無を槍索するに，其の範疇iに屡すると思

惟される症例7例3．55％を認めた．（第10表）

 印ち第；9類’催嘔：香（スカト・一・一ル）を良嗅と感じ

た蔭の5例，第7類カプリt一一bル香（ワレリアン

酸）を甚良嗅と感じたもの2例，第8類不快香

第10表異様嗅畳を來した嗅二二に錯嗅感

臭 素

a 第7類

b 第9類
。 第8類．

d 第3頚

カプリール香（ワレリアン酸）

催嘔香（スカトール）

不侠香（ピリヂン）

花香（ネロール）

錯畳せ．る嗅二三

甚  良  嗅

良     嗅

甘酸き良辰
悪     嗅

症 例

  2

  5

1（bと合併）

1（bと合併）

［ 32 ］
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（ピリヂン），第3i類花香（ネロt・…ル）を錯畳した

もの各1例であり，其の大多数は不快香叉は悪

酔を良嗅と錯篤したものである．

 次に異檬嗅畳を來した7例の妊娠月藪との關

係は，第1壊の如く，妊娠第3月に於て最も多

くみられ3例を算へ，弛は第2月，第4月，第

6月，第8月各1例である．

第11表異様嗅畳と妊娠月数
四国【胸鳳一

症例数

第13表 如i娠維過と嗅畳障碍

                     s

ものは16例50．0％で全例の牛藪を占め，多少良

好となったものは12例37．5％であり，一畳障碍

の攣動なきものは4例12．5％である．

 更に妊娠各月に於ける嗅畳障碍の攣目に就て

は，第14表の如く，妊娠第；3月一第7月に於て

  第14表 妊娠月数の移動と嗅畳障碍

嗅畳障碍の多少屠悪したるもの

嗅畳障碍の多少良好となったもの

嗅畳障碍の攣動なぎもの

姓転輪鮫

第2月
第3月
第4月

症例数

1

3

1

妊娠昏惑

第6月
第8月

1

1

16（so．oo／，）

12（37．50／o）

4（12．50／o）

 b．無嗅流動パラフィン」による嗅感毘

 無嗅流動パラフィン」を以て197例の妊婦に就

て三階畳の有無を槍索するに，嗅畳感を畳えた1

ものを11例5．58％認めたが，嗅畳感として暴げ

得るものは良嗅，甘辛き嗅，fブンモ＝ヤ様嗅，

悪門門であった．

 無嗅流動パラフィン」に嗅畳感を畳えた之等

11症例と妊娠月敷との關係は，第12表に示す如

く，第3，第4，第6，第9，各月に於て2例，

他の第5，第8，第1G各月に於て各1例を認め

た。

第12i表 無嗅流動パラフィン」に嗅畳

  感を畳え．た症例重敗と女任娠月数

妊娠月激の移動
治る

第1且一町3月

謔R月一第7月

謔V月一票10月

増悪す
るもの

0

12

4

良好とな
るもの

 1
 4
 7

藩士な
きもの

 0

 1

 3

 嗅畳障碍の増悪するもの12例，良好となるもの

H4例，攣化なきもの1例であ夢，この期に於て

 は一般に嗅毘障碍は増悪するものx如く，第7

 月一第10月に於ては良好となるもの，増悪する

 もの，攣化なきもの各7例，4例，3例であ勢，

 この期間に於ては置畳障碍は良好となるものN
  T

     第15表 分娩前後に於ける

        嗅畳障碍と症例数

妊娠坐論

第3月
第4月
第5月
第6月

症例数

2

2

1

2

雑詠月数

第7月
第8月
第9且
第10月

症例敷

    第略項妊娠維過と嗅畳障碍

 32例の雄婦（2回検せるもの28例，3回槍せ

るもの4例）に就て1ケ月の聞隔をおき再槍査

を行い．妊娠経過と嗅畳障碍の目塗を槍慣し

た．（第13表）

 師ち妊娠維過に從V・嗅畳障碍の多少増悪した

嗅畳障碍の攣動

分娩後増悪したもの

分娩後減弱したもの

槍査時日

分娩千日
産褥第1日

  第2日

  第3日

  第5日

  第6日

  第7日

分初祖日
産二二1日

  第2日

  第5日

  第6日

  第8日

分娩前後に於て一畳障
碍の攣動のないもの

症
例

歎

2

3

2

3

1

3

1

1

2

3

1

1

1

計

15

9

ili

［ 33 ］
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如く思惟される．

   第2節 分娩前後に於ける嗅畳

、産褥婦25例に就て分娩前後に於ける嗅畳を検

索するに，第15表の如くである．

 分娩後刷畳障碍の増悪した症例は15例であ

り，分娩より日を経過するに從い，一般に障碍

例は減少している．叉分娩後帯畳障碍の減弱し

た症例は9例であり，分娩前後何等障碍の攣動

のないものは1例である．   1

    第3節 産褥時に於ける嗅畳

        障碍の響動

 産褥時2回以上二上を観察し得た症例は9例

であるが，2回槍査を行ったもの6例，3回の

もの2例，6回行い得たもの1例である．

 以上9例に就て産褥時に於ける嗅畳障碍の章

魚を行った．（第16表）

第16表 産褥時に於ける嗅畳障碍

産褥時に於ける嗅畳障碍の飛動

一旦増悪後次第に回復し良好となるもの

i欠第に良好となるもの

分娩箭，産褥時攣動のないもの

症例敷

6

2

1

 帥ち嗅畳は分娩後一時的に増悪するが，産褥

の経過と共に次第に回復し良好となるもめ最も

多く，産褥時攣動のなV・症例は1例のみで最も

温い．

                第4章

 妊娠は女性の個腿に癒し，肉禮的若しくは精

紳的に著＝しい攣調を齎らし，撃って妊娠並に産

褥が上懸道に影響を及ぼすことは，容易に現像

されるところである．妊娠産褥時に鞭て王難

道：に出現する諸種の攣化は，必然的に上馬道に

種’々の障碍を招期し，或は既存の疾患を増悪せ

しめる．上番道特に鼻腔に現われる他畳的所

見に；就ては，：Fliess（1897），：Freund（1904），

Zacharias （1907）， Grosokopf （1909）， lmhofer

（1910），Meyer（1911）等；により精細に報告せ

ちれ，妊娠時鼻腔に現われる二化の主なるもの

は粘膜の獲赤，血管走行，出血並に腫脹である

と述べている。我教室の種村，西村爾氏は306

名』の妊婦：に就て槍干し，226名（86．93％）に於て

護赤を認め，野垣氏は妊娠家兎に於ける動物實

験に於て，上氣道粘膜に種々なる異常所見の出

現を認めたが，血管の横張，充血，結締織の浮

腫性腫脹等鮮明かに確認したと述べている．

 妊娠時鼻腔に於ける岬町症として嗅畳の異常

が墨げられるが，妊娠，産褥時に於ける嗅畳に

關しては從來より其の記載が勘い．

 著者は前章各節に於て嗅畳に申し妊娠，産褥

時に就て槍瀕し，共の所見を記載したが，本章

に於ては之等實験成績を総括し，妊娠，産褥時

総括並に考按          x

の嗅畳に及ぼす影響に：果て，：柳か卑見を述べん

とするものである一t

 妊娠時の置畳に為して，R． Hansen u． Glass

は車輿23歳の健康妊婦22名に：：就て槍索を行V・，

30％～40％に於て嗅畳の低下叉に鋭敏を認めた

と云V・，本郷氏は家兎に於ける嗅畳の實験に於

て，妊娠家兎の嗅畳は正常家兎に比し鏡敏度が

低下してV・ると述べ，松田教授は妊婦に於ける

統計的観察に於て，調査人員の18．1％，各種：障

碍を有するものN29．4％に於て，自畳的に嗅毘

異常を訴えるを認めた．著者は健康な妊婦197

名に就て槍索し，172例87．31％に湿て嗅畳障碍

をめたが，其の頻度は著しく高く，妊婦の大多

数に於て函南障碍を來ずを確幽したのである．

更に第1類よの第9類に：至る各嗅素のA，B濃

度溶液に封ずる嗅畳障碍を槍索するに，其の障

碍は比較的微弱であり1各嗅素子其の濃度を2

倍乃至5倍とするときは，障碍例は3分の1以

下に減少した．然して嗅畳障碍を來す症例は嗅

素の種類により異なり，第4i類が最：も多く，次

で第8i類，第3類〔，第2i類，第9i類，第；1類の

順序で，第7類が最も勘い．叉嗅素1種類の

みの軍猫障碍は全例の4分の1を占めて最も多

く，2種類の嗅素に封ずる嗅畳障碍之に次ぎ，
                    1

［ 34 ］
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3種類，4種類，5種類の嗅素に封ずる嗅畳の

同時減退はこれに辛き，6種類，7種類の嗅素

に於て障碍を臥したものは僅少である．

 異様嗅畳の範疇に溢すべき症例は全例中7例

3．55％であり，共の大多数は不快香叉は悪嗅を

良嗅と錯聾したものである。

 墨黒嗅流動パラフィン」に嗅氣を幻柔したも

のをh例5．58％認めた．以上の嗅畳錯欝Lは，何

れも姫娠第3月一第6月に驕するものが多V・．

 嗅畳減退並に錯齪の原因に就ては，樹將來の

研究に倹つ所大であるが，今少しく之が考察を

行うに，其の原因に就ては，中櫃及び傳導丈短

に於ける異常刺戟，若しくは末梢に於ける磁化

に依ると思惟されるが，本郷氏は鰻餓による家

兎嗅畳の實験的研究に於て，鰻餓家兎の嗅畳障

碍は磯餓による血液内蛋白分解酵素作用昂進に

よる膿蛋白崩壊のため，有毒な中間代謝物質の

産出多量であり，一一種の自家中毒作用を起し嗅

榊経を障碍するによると述べ，Mackenzieは嗅

畳機能の異常は，恐らく嗅祠輕自身に於ける炎

性攣化の結果であると記載している。Srebrny

はFコカイン溶液使用の都度「パロスミー」の護

現した症例を報告し，Reuterは「インフルエン

ザ」に於ける嗅畳障碍を記載しているが，これ

らは何れも末梢装置の磁化による遥遥異常と思

惟される．飯田氏は妊婦叉は更年期に現われる

嗅畳異常に総て，共の原因は瀞経短歌並に内分

泌に因る中福性のものと解繹されると述べてい

る．

 婦人の始i娠に際して身禮各部の蒙むる影響の

大なるは既に記載した所であるが，妊娠時に於

ては一般に新陳代謝の攣調，内分泌の雫衡失

調，植物園経系統の攣調等が學げられる．

 鼻腔内に於ては：Fliess（1897），：Freund（1904），

廓osokopf（1909）等に因れば，何れも獲赤，血

管走行，粘膜の腫脹が認められ，種村，西村爾

氏は鼻粘膜の獲赤を確認し，叉野垣氏は妊娠家

兎の粘膜組織に於て護赤，血管の搬張充血，結

締織の浮腫等を謹明し，何れも局所の妊娠性鍵

化に：就て記載してV・る．從って姫娠時に於ける

嗅畳異常に就ての因子としては，以上妊娠性雄

藩による申櫃性なるものX外に，局所に於ける

妊娠性喜々も之が1因となるは否定し得なV・事

實なりと思惟される．而して之等の攣化は妊娠

前回期に比較的著しく，從って共の期聞に於て

は嗅畳錯餓等の多く見られるは論を侯たない．

叉妊娠経過と嗅畳障碍との油井を槍索するに，

妊娠第3月乃至第7月に予ては嗅畳障碍の増悪

が見られるも，妊娠末期に於て多少良好となる

は共の間の事情を物語るものと思惟ざれる．分

娩前後の’風流に鞭ては25例中増悪したもの15

例，障碍の減弱したもの9例であり，又産褥時

2回以上経過を観察し得た9例中，一旦増悪後

次第に回復し良好となるもの6例で症例の斑濃

を含んでいる．印ち嗅畳は分娩により一・時的に

増悪するが，産褥の経過と共に次第に良好とな

る．且つ比較的短時Bで妊娠により下灘された

奪権障碍は全く清々するものと思惟される．

第5章 結

 著者は197名の姫婦並に産褥婦に過て，妊娠

期間，分娩前後及び産褥の各期に於ける嗅畳を一

槍塗し，次の結果を得た．  ’  一

 （1）健i康な妊婦197名の嗅畳を槍索し，172

例，87．3％に於て嗅畳障碍を認めた．帥ち妊娠

時に於ては妊婦の大多数に於て置畳障碍を招來

すべきを確謹した。

 ．（2）妊娠時に於ける嗅畳障碍は比較的微弱で

論

あり，各嗅脳共健常者の識別しうる最小濃度の

2倍乃至5倍の濃度を用ひるときは，嗅畳障碍

例は3分の1以下に減少する．而して嗅畳障碍

を卜す症例は嗅素の種類により異なり，ツワー

ルS“マe一ケル氏分類によるなれば，第4類最：も

多く，次で第8類，第3類，第2類第9類，

第1類の順序で，第；7i類が最も短い．

 （3）各嗅素共1種類のみの軍猫障碍は全例の

［ 35 ）
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4分の1を占め，次で2種：類の嗅畳障碍が見ら

れ，他は3種類，4種類，5種類の嗅素が合併

して嗅畳障碍を興し，6種類 7種類の嗅素に

於て障碍を諒すは僅少である．

 （4）異様嗅畳を來した症例は旧例申7例3．55

％であり，其の大多数は不快香叉は悪嗅を良嗅

と錯齪したものである．

 叉無嗅流動パラフィン」に嗅氣を幻際したも

のを11例5・58％認めた．

 （5）嗅畳障碍と妊娠月数との關係を見るに，

妊娠第3月乃至第7月に於ては嗅畳障碍の増悪

が見られるが，妊娠未期に：於ては多少良好とな

る’

｡

 （6）嗅畳障碍は分娩後一時的に増悪するが，

産褥の経過と共に次第に良好となη，且つ比較

的短時日で消裾するものと思惟せられる。

 稿を終るに臨み御懇篤な御指導と御校閲の螢を賜っ

た恩師松田敢授に深謝すると共に，種・々御便宜を賜っ

た前金澤日赤支部産院長小牧博士，現産院長中郷博士

に深甚な謝意を表する．
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